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●竹蛇籠製作講習会 10 月 9 日 10 日の成果  

編み上げた蛇籠をドッキングさせ、12 本の完成品が仕上がりました。目標の 72 本に対して 43 本

まで到達出来ました。この 2 日間の午前中に 16 人もの方にご参加いただきました。集まっていた

だく人数が多数になるとすごい出来栄えになってくるものですね。これで一挙に、述べの参加者数

が 72人となりました。たくさんのご参加本当にありがとうございます。製作目標に対して約 60％

に到達しています。 

昨年の製作スピードは 1 本製作するのに約 13 時間を要しました。今年は 8 時間あまりで 5 時間も

短縮できていることになっています。すなわち技術力が引き上げられたことになります。すごい成

長をしているということが証明されています 

 

●焚き火の跡を発見 

10 月 8日の午後 15時過ぎに松美建設さんから真竹を納入いただいた時には、竹蛇籠製作場所「カ

ルバート」には焚き火跡等はありませんでしたが、9日午前 9時前にその場所に焚火のあとがあり

燃えカスが発見されたようでした。その日、里山の会の皆さんは予定の竹蛇籠の製作のために全力

を発揮していただきましたが、当日の夕方 16:30 過ぎ森島さんから電話があり、焚火跡が確認され

ていることが報告されました。それで蛇籠作業を終了し、現場を離れる前に竹割機や動力機械の燃

料タンクに対して発火防止対策十分行っていただきたいとお願いをしました。 

普段は全く火の気がない所でのできごとでカルバートの上は府道の幹線が通っており煙や炎の発

生となれば大変な出来事が予想されるので木津川出張所に現状報告をしました。 

そして 13 日の事務局会議で相談の結果、出来上がっている竹蛇籠が燃えたりしては大変なので安

全な場所（木津川市の流域センター）へ移動させることを全員一致で確認しました。 

 

●中聖牛の作成設置について 

今年 5 回目の竹蛇籠や中聖牛の設置場所について未確定でしたが京都大学防災研究所や国交省が

検討した結果、「木津川 20㎞地点での設置が良かろう」との結論に至ったと竹門先生から連絡があ

りました。また中聖牛設置日は今のところ 2022 年 2 月 26・27 日当たりでの実施する予定だとの連

絡が届きました。時間的には余裕があって非常に良い日程と考えられますが、年度末の非常に忙し

いときと重なります。設置前の中聖牛の組み立てや作業通路の確保など、新たな課題が発生するの

で簡単なことではないと予想されます。 

国交省に対する木津川希少種生育調査管理業務報告書作成は年内に終了しておくべきです。また

京都府への交響プロジェクト交付金事業報告も年度末ではなくて年内に終わっておくぐらいの対

応が必要だと思われます。ちょうどその折には「里山の会の事務所」解体問題が重なってくること

も予想されそうな事態でもありますので、今年度末の 2～3 月は予想を超える多忙な時期にあたる

であろうと心して供えなければならないことを皆様にお願い申し上げます。 

 

●里山農園に用具収納小屋の基礎杭打ちが始まる  

里山農園の第 2 次開発を行ったのは 2009 年でしたその時、青代さんが事務所に来られて農園の話

しになって作業道具の入れ場所が必要とのことでブルーシートで簡易の物入れを青代さん一人で

作り上げて下さり、大変便利に今日まで活用させていただいてきました。あれから 10 年以上使用

してきました。そのあと物入れ小屋も 2棟追加できましたが風化が進み、扉が雨風に耐えられなく



なり、ハンマーモアなど少し大形の農機具が管理できる場所が必要になってきました。数年前から

農作業について興味を持つ会員さんが活動をする環境整備のために、草刈り作業などを動力機にた

よらねばならなくなってきたのでその道具管理のためも兼ねて、簡易小屋から鍵で管理ができる施

設をということになり、道具小屋の設置に取り組みました。まだまだ完全に管理できる施設ではな

いですが、とりあえずブルーシート小

屋での管理から形はしっかりした物入

れになるのではないかと思われます。

出来上がれば一応大きな威力を発揮し、

里山農園活動のレベルアップや教材な

ど草内倉庫の第 2 としてかなりの役割

を果たしてくるのではないかと期待が

膨らみます。一応竣工は 2021 年内の完

成を予定しています。 

 

 

 

 

 

●常務理事の山村さん昨年 10月 13 日未明に脳卒中発病し、加療リハビリの後 365 日が経過し、健

常者に近い生活に復帰されています。まだ歩行には右手に杖が必要ですが、自宅からは自転車で事

務所に通っておられます。前理事長の深田さんも退院され、リハビリに取り組まれ、山村さん以上

に歩行は回復され、張り切って左手に残ったマヒの回復に頑張っておられます。 

 

●フォーラムの開催お知らせ  

主催「京の川の恵みを活かす会」10 月 24 日 10 時から 16 時 

京都市左京区の教育文化センターで開催されます。参加費は無料なので「里山の会からも多数のご

参加を」と案内が来ています  

 

●京の川の恵みを活かす会から「食味会」お誘い 10 月 31 日 12 時から 16 時   

伏見区の日野野外公園で毎年恒例の食味会が開催されますのでお誘いを受けました。午前中竹蛇籠

の製作をおこなって、午後から参加してみてはと考えています。京の川の会に参加や活動に関わら

れている多くの関係者が一堂にお越しになります。それぞれの川の魚を食しながら交流を深められ

るとても気楽に集える集まりです。里山の会生産のバーベキュー用の木炭をご購入いただくことに

なっています。こぞってご参加されるよう呼びかけます。 

 

 


